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視床下部腹内側核は摂食を制御しているのか？
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要旨

1940 年代に⾏われた⼀連の破壊実験を背景に、視床下部腹内側核（VMH）はいわゆる「満腹中
枢」として、現在も多くの教科書に記載されている。しかし 2000 年代初頭から⽤いられるよう
になった Cre/loxP システムなどの遺伝学的ツールによる研究では、VMH の摂⾷制御への関与を
⽀持しない結果が数多く報告されてきた。⼀⽅、近年の光遺伝学や化学遺伝学を⽤いた研究で
は、VMH が摂⾷を促進・抑制の両⽅向に制御することが⽰されてきている。本セミナーでは、
実験⼿法によって異なる結果が得られる背景を考察するとともに、VMH による摂⾷制御機構の
⼀端を明らかにするために⾏った研究の成果を紹介する。
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